
霞堤地区に浸水した洪水について、平成27年以降から令和6年までの記録を更新しました。また、水害
統計や出水速報の記録、住民の方への聞き取りをもとに、浸水した洪水の検証を行いました。

霞堤地区浸水被害軽減対策計画

第1.1版 改定のポイント

豊川霞堤地区における浸水被害の軽減を図るため、国土交通省中部地方整備局豊橋河川事務所、愛知県

東三河建設事務所、豊橋市、豊川市、豊川改修期成同盟会、豊川改修促進期成同盟会で構成する「豊川霞堤地

区浸水被害軽減対策協議会」（平成２８年１月１８日設立）において、平成２８年７月１２日に「豊川霞堤地区浸水

被害軽減対策計画」（以下、「本計画」という。）を策定しました。

本計画の策定から約９年が経過し、実施項目の取組みが進んだことを受けて、本計画の改定案を作成しま

した。

本計画の工期の延伸について追記しました

当初は平成37年度（令和7年度）までの計画でしたが、上流部の設楽ダム建設事業の完成にあわせて本
計画も令和１６年までの計画に延伸しました。また新たな対策項目として、「12.浸水被害時の相談、現行
支援制度の整理・周知」を追加しました。
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霞堤地区の浸水記録を更新しました。

※

資料－２

※令和5年6月の洪水が再発した場合の
浸水防止の可否については、精査中です。



令和８年２月

豊川霞堤地区浸水被害軽減対策協議会
（愛知県東三河建設事務所・豊橋市・豊川市・国土交通省中部地方整備局豊橋河川事務所）

令和７年度までの実施状況と、今後の計画を追記しました

ー主な取組事例ー

雨天時の情報提供 平常時の情報提供 樋管の設置

賀茂地区では、小堤の設置に先

行し、霞堤地区内の河川や排水路
の水を排水するための樋管が概成
しました（令和６年１２月完成）。他

の地区でも整備を進めていきます。

要望があった小学校等で出前講

座を行っています。また、昭和44
年8月洪水の記憶を語り継いでい
くための「豊川洪水記録誌（～昭和

44年8月5日～）」を作成しました。

各霞堤地区に、CCTVカメラ・簡
易水位計・回転灯・案内看板を整
備しました。CCTVカメラおよび簡
易水位計の情報は、「霞堤地区防

災情報ポータル」等でリアルタイム
に発信しています。

▲霞堤地区防災情報ポータル ▲賀茂樋管の概成（令和６年１２月撮影）▲豊川洪水記録誌

本計画のハード対策、および豊川水系河川整備計画が完了した後に、昭和４４年８月洪水と同規模の

洪水が発生した場合の浸水面積の低減効果を追加しました。

ハード対策の効果について追記しました

霞堤地区で浸水被害が発生した際の対応について、関係機関の意見を聞き取り、
見直し案を検討しました
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①小堤整備途上および整備後の浸水による被害等に対して、現時点で霞に特化した支援制度はありません

が、現行の支援制度が適用できる場合がありますので被害の状況により担当窓口に相談してください。

②県、市において用意されている被災者支援制度について最大限活用していただけるように支援内容、

適用条件などわかりやすくまとめ、説明会等で周知していきます。

牛川地区の例▲

※対応の記載について一部地区より納得したわけではないという指摘があります。


